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　高齢者の低栄養を防ぐためには、一人ひとりの食べたり飲み込んだりする能力
に合わせた食形態を選ぶことが大切です。食形態の基準には、日本摂食・嚥下リ
ハビリテーション学会嚥下調整食分類2013（以下、「学会分類2013」という）、	
スマイルケア食等があります。
　学会分類2013とスマイルケア食の番号は連動しています。
国は、嚥下調整食の情報提供を行う際は、学会分類2013の基準を基本とすることを
推奨しています。

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類2013
　学会分類2013は、国内の病院・施設・在宅医療及び福祉関係者が共通して	
使用できることを目的とし、食事（嚥下調整食）及びとろみについて、段階分類
を示しています。
　食事については、コード番号を段階名としており、コード0jからコード 4まで
あります。コード 0と 1では細分類としてｊとｔを設定しており、ｊはゼリー状、
ｔはとろみ状を示しています。

6 食形態の基準
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嚥下訓練食の位置づけ。

ｊ：ゼリー　ｔ：とろみ

離水に配慮したゼリー、
プリン、ムース状のもの。

ピューレ、ペースト、
ミキサー食（不均質な
ものを含む）スプーン
ですくって食べる。

ばらけにくい、
貼りつきない。
箸で切れる
やわらかさ。

形はあるが、押し
つぶしが容易。
多量の離水が無い。

ピューレ、ペースト、
ミキサー食（均質なもの）
スプーンですくって食べる。


